
貸　借　対　照　表

（2023年3月31日現在）

三菱地所パークス株式会社 （単位：千円）

科　　　　　　目 金　　　額 科　　　　　　目 金　　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流　動　資　産 2,148,074 流　動　負　債 1,699,230

現金及び預金 1,076,077 １年内返済予定の長期借入金 135,000

売掛金 333,474 リース債務 61,850

リース債権 14,371 未払金 440,354

仕掛品 2,569 未払費用 102,100

貯蔵品 10,427 未払法人税等 62,869

前払費用 401,784 未払消費税等 70,977

その他 309,368 前受金 257,528

固　定　資　産 3,271,205 預り金 532,955

有形固定資産 980,294 その他 35,593

建物 215,818 固　定　負　債 1,429,608

構築物 37,297 長期借入金 870,000

機械及び装置 93,599 リース債務 291,781

工具器具及び備品 96,193 退職給付引当金 151,676

リース資産 327,700 資産除去債務 89,961

土地 209,683 その他 26,189

無形固定資産 1,804,686 負債合計 3,128,839

商標権 4,780 （純 資 産 の 部）

ソフトウエア 363,782 株　主　資　本 2,290,439

のれん 1,369,016 資本金 100,000

ソフトウェア仮勘定 52,779 資本剰余金 2,911,958

その他 14,327 資本準備金 734,475

投資その他の資産 486,224 その他資本剰余金 2,177,483

出資金 0

敷金及び保証金 406,085 利益剰余金 △ 524,018

繰延税金資産 70,052 その他利益剰余金 △ 524,018

リース債権 9,497 繰越利益剰余金 △ 524,018

長期前払費用 588

自己株式
△ 197,500

純資産合計 2,290,439

資産合計 5,419,279 負債純資産合計 5,419,279



損　益　計　算　書

2022年４月１日から

2023年３月31日まで

三菱地所パークス株式会社
（単位：千円)

科　　　　　目

売上高 11,271,437

売上原価 9,217,500

　売上総利益 2,053,937

販売費及び一般管理費 1,813,911

　営業利益 240,025

営業外収益

受取利息 0

その他 5,906 5,906

営業外費用

支払利息 12,349

その他 28,734 41,084

　経常利益 204,847

特別損失

固定資産除却損 17,695

減損損失 36,875

時価評価差損 5 54,575

　税引前当期純利益 150,272

法人税住民税及び事業税 80,032

法人税等調整額 58,305 138,338

　当期純利益 11,933

( )

金　　　　　額



2022年４月１日から

2023年3月31日まで

三菱地所パークス株式会社 （単位：千円)

その他 資本剰余金

資本剰余金 合計

当期首残高 100,000 734,475 2,177,483 2,911,958

当期変動額

当期純利益

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 100,000 734,475 2,177,483 2,911,958

その他利益

剰余金

繰越利益

剰余金

当期首残高 △ 535,951 △ 535,951 △ 197,500 2,278,506 2,278,506

当期変動額

当期純利益 11,933 11,933 11,933 11,933

当期変動額合計 11,933 11,933 - 11,933 11,933

当期末残高 △ 524,018 △ 524,018 △ 197,500 2,290,439 2,290,439

株主資本等変動計算書

( )

株　主　資　本

資本金

資本剰余金

資本準備金

株　主　資　本

純資産合計

利益剰余金

自己株式 株主資本合計

利益剰余金　合計
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個別注記表

本計算関係書類等は、会計処理に関しては我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠し、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個

別注記表並びにその附属明細書の表示は会社計算規則に準拠して作成しております。

本計算関係書類等の作成にあたり採用した重要な会計方針は、以下のとおりであり

ます。

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

   棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっておりま

す。

   イ 仕掛品

     個別法による原価法

   ロ 貯蔵品

     最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

  ① 有形固定資産（リース資産を除く）

    当社は定率法を採用しております。

但し、建物（付属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属

設備及び構築物については定額法を採用しております。

    なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ７～31年

構築物 ５～20年

機械及び装置 ２～15年

工具器具及び備品 ２～20年

  ② 無形固定資産（リース資産を除く）

    定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法を採用しております。
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  ③ リース資産

    所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

  ① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。

  ② 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込

額に基づき計上しております。なお、退職給付債務の計算については、簡便

法を採用しております。

(4) のれんの償却方法及び期間

   のれんの償却については、最大12年間の均等償却を行っております。

(5) 収益及び費用の計上基準

   当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務

の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は

以下のとおりであります。

① 当社の主要な事業における主な履行義務の内容

「駐車場事業」は、駐車場における車室の提供等、管理運営によるサービス

の提供を行っております。

② 当社が当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）

車室の提供については主に顧客が一時点の車室利用を完了した時点、サービ

スの提供については役務提供完了時点で履行義務が充足されると判断し、収益

を認識しております。
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2. 会計上の見積りに関する注記

(1) 固定資産の減損  

① 当事業年度の計算書類に計上した金額

減損損失             36,875千円

有形固定資産及び無形固定資産 2,784,980千円

（有形固定資産980,294千円、無形固定資産1,804,686千円）

② その他の情報

資産に減損の兆候が存在する場合には、当該資産の将来キャッシュ・フロ

ーに基づき、減損の要否の判定を実施しております。減損の要否に係る判

定単位であるキャッシュ・フロー生成単位については、他の資産または資

産グループのキャッシュ・インフローから概ね独立したキャッシュ・イン

フローを生成させるものとして識別される資産グループの最小単位として

おります。固定資産の減損の要否の判定において、将来キャッシュ・フロ

ー等について一定の仮定を設けております。これらの仮定は、将来の不確

実な経済状況及び会社の経営状況の影響を受け、翌事業年度以降の計算書

類に重要な影響を与える可能性があります。

(2) 繰延税金資産の回収可能性

① 当事業年度の計算書類に計上した金額 70,052千円

② その他の情報

繰延税金資産は、税務上の繰越欠損金のうち未使用のもの及び将来減算一

時差異を利用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で認識しておりま

す。課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の

時期および金額を合理的に見積り、金額を算定しております。これらの見積

りは、将来の不確実な経済状況および会社の経営状況の影響を受け、実際に

生じた時期および金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の計算書類

に重要な影響を与える可能性があります。また、税制改正により実効税率が

変更された場合に、翌事業年度以降の計算書類において認識する金額に重要

な影響を与える可能性があります。
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3. 貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,211,640千円

(2) 関係会社に対する金銭債権および金銭債務

   金銭債権 2,003千円

   金銭債務 1,017,541千円

4. 損益計算書に関する注記

  関係会社との取引高

売上高 31,261千円

営業費用 261,030千円

営業取引以外の取引 9,452千円

5. 株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 42,783株 － － 42,783株

(2) 自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 3,950株 － － 3,950株
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6. 税効果会計に関する注記

  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

   繰延税金資産

未払事業税 6,401千円

未払事業所税 5,034千円

退職給付引当金 52,465千円

資産除去債務 27,721千円

減価償却超過額 23,135千円

税務上の繰越欠損金 2,860千円

その他 37,062千円

繰延税金資産小計 154,680千円

評価性引当額 △34,387千円

繰延税金資産合計 120,292千円

   繰延税金負債

資産除去費用 △28,440千円

土地評価益 △21,799千円

繰延税金負債合計 △50,239千円

繰延税金資産の純額 70,052千円

7. 金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

  ① 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、

資金調達については親会社借入による方針であります。主に駐車場事業を行う

ための資金計画に照らして、必要な資金を調達しております。

  ② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクが存在します。敷金及び保証金

は主に事務所及び駐車場を賃借する際に支出したものであり、預入先の信用リ

スクが存在します。

また、借入金に係る債務は、主に営業取引に係る資金調達であります。変動

金利である為、金利の変動リスクに晒されております。

    未払金は、ほぼ全てが３ケ月以内の支払期日であります。

預り金は、源泉所得税等従業員からの預り金と駐車場を賃貸している顧客か

らの預り敷金であります。
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ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資の必要資金の

調達を目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で７年であります。

また、これら営業債務、借入金及び未払法人税等の金銭債務は、流動性のリ

スクに晒されておりますが、当社では、資金回収が早期かつ手元資金が潤沢に

あり、資金繰計画を作成する等の方法により管理しているため、リスクは極め

て僅少であると考えております。

  ③ 金融商品に係るリスク管理体制

   イ 信用リスク（取引先契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、営業債権について、各事業部門が主要な取引先の状況を定期的に

モニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状

況等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

当期の決算日現在における最大の信用リスク額は、信用リスクに晒される

金融資産の貸借対照表価額により表わされています。

ロ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリス

ク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき適時に資金計画表を作成・変更するこ

とにより、流動性リスクを管理しております。

   

   ハ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価格が含まれております。当該価格の算定において

は変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、

当該価格が変動することもあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

2023年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりであります。また、現金及び短期間で決済される金融商品については、

時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。
(単位：千円)

貸借対照表
計上額

時価 差額

(1) 敷金及び保証金 406,085 363,735 △42,350

資産計 406,085 363,735 △42,350

(1) リース債務（※） (358,946) (336,447) 22,498

(2) 長期借入金（※） (1,005,000) (1,034,431) △29,431

負債計 (1,363,946) (1,370,879) △6,933

(※) １年以内に返済予定の長期借入金及びリース債務を含んでおります。

(注) 金融商品の時価の算定方法に関する事項

資 産

  (1) 敷金及び保証金

敷金及び保証金の時価については、差入先ごとに、その将来キャッシュ・フ

ローを国債の利回りで割引いた現在価値により算定しております。

  負 債

  (1) リース債務

リース債務の時価については、元利金の合計額を新規に同様のリース取引を

行った場合に想定される利率で割引いた現在価値により算定しております。

(2) 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った

場合に想定される利率で割引いた現在価値により算定しております。
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8. 賃貸等不動産に関する注記

  賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、神奈川県において、賃貸用の駐車場施設（土地を含む）を有してお

ります。

なお、当該賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する貸借対照

表計上額及び時価は、以下の通りであります。
(単位：千円)

貸借対照表計上額 時価

394,058 375,000

(注) 1. 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

   2. 時価の算定方法

決算日における時価は、不動産鑑定評価額を用いて合理的に算定したものであります。
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9. 関連当事者との取引に関する注記

(1) 親会社及び法人主要株主等

種類 会社の名称

議決権等の

所有（被所

有）割合

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

三菱地所ﾘｱ

ﾙｴｽﾃｰﾄｻｰﾋﾞ

ｽ㈱

（被所有）

直接84.8％
役員の兼任

資金の返済 345,300

１年内返済

予定の長期

借入金

135,000

利息の支払 9,452 長期借入金 870,000

出向負担金 158,469 － －

紹介手数料

の受取
6,112 － －

駐車場の賃

貸借
6,758 前払費用 1,240

親会社 三菱地所㈱
（被所有）

直接15.2％
役員の兼任

出向負担金 13,800 － －

駐車場ｺﾝｻﾙ

ﾃｨﾝｸﾞ
2,223 － －

工事の請負 1,580 売掛金 1,738

駐車場等の

賃貸借
82,002

未払金 1,239

前払費用 4,795

駐車場管理

委託業務
20,797

売掛金 265

預り金 11,302

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）一般取引条件を基礎に交渉の上決定しております。

（注２）取引金額には消費税等は含まれておりません。

（注３）三菱地所リアルエステートサービス株式会社に対する資金の借入については、その金利は市場

金利を勘案して合理的に決定しております。
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(2) 兄弟会社等

種類 会社の名称

議決権等の

所有（被所

有）割合

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

の子会

社

三菱地所ﾌﾟ

ﾛﾊﾟﾃｨﾏﾈｼﾞﾒ

ﾝﾄ㈱

－ －

出向負担金 29,828 － －

駐車場等の

賃貸借
106,849

敷金及び

保証金
19,337

未払金 1,551

前払費用 10,220

工事の請負 16,608 売掛金 7,217

駐車場管理

委託業務
484,572

売掛金 37,993

預り金 32,317

親会社

の子会

社

三菱地所ﾚ

ｼﾞﾃﾞﾝｽ㈱
－ －

駐車場等の

賃貸借
37,670

未払金 1,354

前払費用 1,844

親会社

の子会

社

三菱地所ﾊｳ

ｽﾈｯﾄ㈱
－ －

駐車場の賃

貸借
21,052 前払費用 1,752

親会社

の子会

社

三菱地所ｺﾐ

ｭﾆﾃｨ㈱
－ －

駐車場管理

委託業務
31,260 売掛金 2,865

親会社

の子会

社

㈱ﾛｲﾔﾙﾊﾟｰｸ

ﾎﾃﾙ
－ －

駐車場管理

委託業務
10,886

売掛金 787

預り金 262

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）一般取引条件を基礎に交渉の上決定しております。

（注２）取引金額には消費税等は含まれておりません。

10. 収益認識に関する注記

「会計方針に関する事項」の「(5) 収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

11. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 58,981円79銭

(2) １株当たり当期純利益 307円31銭


